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2019年度　東京未来大学入学者選抜試験
一般入試　A日程（1月26日実施）

国 語

【注意事項】

 1  試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。

 2  試験時間は1科目60分です。

 3  原則として、途中退出は認められません。試験中に気分が悪くなった人や、 
トイレに行きたくなった人は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。

 4  試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページ落丁・乱丁及び汚れ等に気付いた場合
は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。

 5  試験開始の合図の後、受験番号・氏名を、問題冊子と答案用紙の該当欄にそれ
ぞれ正しく記入してください。

 6  解答は、シャープペンシル又は鉛筆で記入してください。

 7  問題冊子の余白等は適宜利用してもかまいませんが、どのページも切り離して
はいけません。　

 8  「やめ」の合図があったら速やかに筆記用具を机上に置いてください。

 9  試験終了後、問題冊子、答案用紙はすべて回収します。

10  その他、必ず監督者の指示に従ってください。

受験番号

氏　　名
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

（
織
田
正
吉『
笑
い
の
こ
こ
ろ
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
』よ
り
）　

現
代
文　
一
般
入
試  

Ａ
日
程（
１
月
26
日
実
施
）

Ｉ

本　

文　

省　

略
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文
章
中
の（
ア
）か
ら（
ウ
）の
漢
字
の
読
み
方
を
、す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　
ア　
装（
い
）　　
　
イ　
彩（
ら
れ
）　　
　
ウ　
清
冽

　　　
　
文
章
中
の（
①
）・（
②
）・（
③
）に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、次
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　　　　
　
文
章
中
の「
Ⅰ
」・「
Ⅱ
」に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、文
章
中
の
他
の
部
分
か
ら
探
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
二
文
字
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
ま
た
、「
Ⅲ
」に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、文
章
中
の
他
の
部
分
か
ら
探
し
て
、四
文
字
の
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

　　　
　
次
の
ア
か
ら
オ
の
文
に
つ
い
て
、筆
者
の
主
張
に
合
う
も
の
に
は
○
、異
な
る
も
の
に
は
×
を
つ
け
な
さ
い
。

　　
　
　
ア　
登
山
家
マ
ロ
リ
ー
の「
山
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ
」と
い
う
言
葉
は
、名
言
と
言
っ
て
よ
い
。

　
　
　
イ　
三
島
由
紀
夫
の「
植
物
知
ら
ず
」は
、誤
解
で
あ
る
。

　
　
　
ウ　
芭
蕉
の「
古
池
や
蛙
と
び
こ
む
水
の
音
」は
、確
か
に
禅
的
境
地
の
趣
を
感
じ
る
。

　
　
　
エ　
ユ
ー
モ
ア
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
は
、こ
ち
ら
と
向
こ
う
に
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
必
要
だ
が
、特
に
受
け
る
人
の
セ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
。　

　
　
　
オ　
病
院
で
は
、ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
す
べ
て
の
患
者
に
接
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　　
一二

ア　
ま
た　
　
　
　
イ　
な
ぜ
な
ら　
　
　
ウ　
た
と
え
ば　
　
　
エ　
だ
か
ら

オ　
し
か
し　
　
　
カ　
お
そ
ら
く　
　
　
キ　
で
は　
　
　
　
　
ク　
次
に

三四
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次
に
示
す
一
段
落
が
、本
文
中
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。正
し
く
挿
入
し
た
場
合
、後
に
続
く
段
落
の
最
初
の
五
文
字
を
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　　
五　
　
　
　

　
ユ
ー
モ
ア
は
い
つ
も
に
こ
に
こ
と
上
機
嫌
で
表
わ
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。ユ
ー
モ
ア
に
つ
い

て
の
大
き
な
誤
解
は
、ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
は
い
つ
も
上
機
嫌
で
笑
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
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言
語
事
項　
一
般
入
試  

Ａ
日
程（
１
月
26
日
実
施
）

Ⅱ

	

次
の
①
か
ら
④
ま
で
は
、カ
タ
カ
ナ
の
箇
所
を
漢
字
に
、⑤
か
ら
⑧
ま
で
は
傍
線
部
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。な
お
、漢
字
及
び
ひ
ら
が
な
は
丁
寧
に

書
き
な
さ
い
。

　
　
　
①　
ネ
バ
り
強
い
。	

	
	

⑤　
勧
善
懲
悪

　
　
　
②　
野
球
の
カ
ン
ト
ク		

	

⑥　
妥
協
す
る
。

　
　
　
③　
初
志
カ
ン
テ
ツ	

	
	

⑦　
慶
弔
規
程

　
　
　
④　
飼
い
猫
と
タ
ワ
ム
れ
る
。	

	

⑧　
逐
次
刊
行
物

　	

次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
一 

文
字
を
書
き
、四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　

①　
（　
　
）心
伝
心

②　
傍（　
　
）無
人

③　
言
語（　
　
）断

④　
四
面
楚（　
　
）

⑤　
（　
　
）為
転
変

　
一二
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次
の
① 

・
②
は
、
二
文
字
の
熟
語
で
あ
る
。
①
・
②
そ
れ
ぞ
れ
と
同
じ
意
味
的
構
成
を
も
つ
二
文
字
の
熟
語
を
、
後
の
ア
か
ら
コ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ	

一
つ
ず
つ
選
ん
で
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　
ア　
作
文　
　
　
イ　
軽
重　
　
　
ウ　
善
良　
　
　
エ　
手
足　
　
　
オ　
加
熱

　
カ　
国
立　
　
　
キ　
悪
役　
　
　
ク　
永
住　
　
　
ケ　
不
在　
　
　
コ　
予
告

三

①「
地
震
」　　
　
② 「
美
談
」
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本　

文　

省　

略

　
　
（
ア
）「
己
れ
」、（
イ
）「
唐
土
」、（
ウ
）「
捧
げ
て
」の
読
み
方
を
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
、
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
な
さ
い
。
な
お
、（
イ
）は
、「
と
う
ど
」で

な
い
読
み
方
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
（
Ａ
）・（
Ｂ
）の
空
欄
に
、「
け
り
」を
適
切
な
形
に
し
て
書
き
入
れ
な
さ
い
。

　
　
（
①
）か
ら（
③
）の
動
作
は
、
そ
れ
ぞ
れ
誰（
何
）の
動
作
か
。
次
の
ア
か
ら
オ
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
重
複
し
て
答
え
て
も
よ
い
。

　　
　
　
　

ア　

人　
　
　

イ　

許
由　
　
　

ウ　

ひ
さ
こ　
　
　

エ　

藁
一
束
ね　
　
　

オ　

孫
晨

一二三

古
文　
一
般
入
試  

Ａ
日
程（
１
月
26
日
実
施
）

Ⅲ
　
　
　
　
次
の
古
文
を
読
ん
で
、 

各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

�

（『
徒
然
草
』よ
り
）
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「（
Ⅰ
）こ
れ
ら
の
人
」と
あ
る
が
、
誰
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
。
文
意
を
よ
く
考
え
て
、
漢
字
三
文
字
の
言
葉
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
問
題
の
文
章
は
、
内
容
的
に
三
つ
の
段
落
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
二
段
落
目
、
三
段
落
目
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
、
は
じ
め
の
五
文
字

を
書
き
抜
き
な
さ
い
。

四五　
　
　
　


